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皮膚感染症におけるNY-198の 臨床的検討

漆 畑 修 ・山 口 文 雄 ・松 岡 芳 隆 ・西 脇 宗 一

東邦大学大橋病院 皮膚科学教室

新 しく開発 されたキノロンカル ボン酸系 の経 口用抗菌剤で あるNY-198を 各種皮膚感染症 に用い,

臨症効果 な らび に病 巣分離菌 に対す る感 受性を検討 した。

投与方法 は1日300mg～600mgを3回 に分割経 口投与で行 なった。 その結果 臨床効果(有 効率)は 毛

嚢炎66.7%,〓100%,伝 染性膿痂疹100%,表 在性二次感染100%に 有効 で,全 体の有効率 は90.9%

で あった。副作 用お よび臨床検査値異 常は全例 においてみ られ なかった。皮膚病 巣 よ り分離 され た

Staphylococcus aureusに 対す るNY-198のMIC分 布 は,0.39～1.56μg/ml(106接 種)に 分布 し,

nornoxacin(NFLX), ofloxacin(OFLX), enoxacin(ENX)と 同等 もしくはそれ以上の優 れた

抗菌力 を示 した。

NY-198は キノロンカル ボン酸系の新 しい経 口用抗菌

剤でその化学構造は,Fig. 1に 示す如 くキノロ ンカル ボ

ン酸を基本骨格 に,1位 にエチル基,6位 および8位 に

フッ素原子 ならびに7位 に3-メ チル ピペ ラジノ基 を有

す る1)。

本剤 は殺菌的 に作用 し,グ ラム陽性菌,陰 性菌に対 し

て広 範囲な抗 菌スペク トル と強 い抗菌活性 を有 し,さ ら

に種々薬剤耐性菌に対 して も優 れた抗菌 力を有す る2)。

今回,皮 膚科領域感染症に対 し,本 剤 を使用 し,治 療効

果 と病巣分離菌 に対 する感受性 を検討 したので,そ の結

果 を報告す る。

I 対象 および方法

1. 対 象

対象症例 は,昭 和61年8月 ～昭和61年10月 まで に当科

に来院 した外来患者11例 であ る(Table 1)。 年齢 は,16

歳か ら75歳 までで平均45歳 であった。疾患別内訳 は,毛

嚢炎3例,〓3例,伝 染性膿痂疹4例,外 傷 による表在

Fig. 1. Chemical structure of NY-198

性二次感染1例 である。

2. 投与方法

1日 投与量 は300mg～600mgで,3回 に分割経 口投与し

た。投与期間は3日 か ら14日 で,総 投与量は,1.2gか ら

8.4gで あった。

3. 臨床検査値

原則 として下記の項 目につ いて,試 験開始前と後に検

査を実施 した。試験 前後 とも検査 を実施 した ものは3例

である。

1) 血液:赤 血球数,血 色素量,ヘ マ トク リッ ト値,白

血球数,白 血球分類,血 小板数,プ ロ トロンピン時

間 など。

2) 肝機能:S-GOT, S-GPT. Al-P,ビ リルビン値(直

接,総)な ど。

3) 腎機能:BUN,血 清 クレアチニ ンな ど。

4)尿 所見:蛋 白,糖,ウ ロビ リノーゲ ン,沈 渣など。

5) その他:血 清 γ-グロプ リン,血 清 ア ミラーゼ,血

清電解質,ク ーム ス反応,赤 沈値,CRPな ど。

4. 細菌学的検査

原則 として,投 与前及び終了時 に皮膚病 巣より細菌の

分離同定お よび感受性測定(MIC)を 実施 した。分離菌

のMIC(最 小発育阻止 濃度)の 測定 は日本化学療法学会

標準法に よって行 なった3)。また対 象 としてNY-198と

同系列の抗菌剤 であるnorfloxacin(NFLX), ofloxacin

(OFLX), enoxacin(ENX)お よびpipemidic acid

(PPA)のMICを 測定 した。

5. 効果判定

試験終 了後 に臨床症状(体 温,発 赤,腫 脹,自 発痛,
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Table 2. Overall clinical efficacy of NY-198

Table 4. Sensitivity distribution of clinical isolates

圧痛,硬 結,排 膿 の量 と性状),臨 床検 査,細 菌学的検査

の推移 とともに,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段 階

で臨床効果 を判定 した。

II 結 果

1. 臨床 効果

臨床効果 はTable 2に 示すご とくである。毛嚢炎に対

しては,3例 中著効1例,有 効1例,無 効1例 で,有 効

率66.7%で あった。無効例(case1)は,顔 面の膿疱性

座瘡 に伴 った毛嚢 炎で,minocycline(MINO), cefaclor

(CCL)に も無効 であった。〓 に対 しては3例 中,著 効

2例,有 効1例 で,有 効率100%,伝 染性膿痂疹に対 して

は,4例 中著効1例,有 効3例 で,有 効率100%,表 在性

二次感染 に対 しては1例 中有効1例 で,有 効率100%で

あった。全体の有効率 は90.9%と 高 い有効率 を示 した。

2. 臨床検査値

試験前後 ともに検査 を実施 した3例 では,Table 3に

示す ごとく全例で検 査値 の異 常はみ られなかった。

3. 副作用

副作用 と考 えられた 自他覚症 状は全例 認め られ なか っ

た。

4. 細菌学的検査

皮膚病 巣 よ り分離 同定 した菌 お よびMICはTable

4に 示す ごと くである。菌 を分離同定 した症例 は4例 で,

〓2例,伝 染性膿痂疹2例 であ った。分離 された菌は,

全 てStaphylococcus aureusで あった。分離 されたS.

aureusに 対す る本剤 のMICは,0.39～1.56μg/mlで,

NFLX, OFLX, ENXと は同等 もし くはそれ以上の優

れた抗菌力 を示 した。PPAに 対 しては全株耐性 を示 し

た。

III 考 察

新 しく開発 されたキノ ロンカル ボン酸系の経 口用抗菌

剤であ るNY-198は,グ ラム陽性菌お よび緑膿菌を含む

グ ラム陰性菌 と一部の嫌気性菌 に対 して幅広 い抗菌活性

を有 し,メ チシ リン耐性黄色ブ ドウ球 菌(MRSA)な ど

の他剤耐性菌 に対 して も優 れた抗菌活性 を有 し,既 存の

キノロ ン系薬剤 であ るNFLX, OFLX, ENXな どと同

等あるいはそれ以上 の優れた感染防御効果 を有する薬剤

であるこ とが実験 的に認め られてい る1)。また本剤の安

全性 につ いても,前 臨床 試験,第 一相臨床試験 にて,本

剤 の安全性が高い ことが認め られている4)。

今 回各種 皮膚感染症 に対 し,本 剤 を用 い,臨 床効果を

検討 した ところ,有 効率90.9%と い う優れた臨床効果が

み られた。 また副作用 と考 えられ る自他覚症状 は認めら

れず,臨 床検 査値 異常 も認め られなかった。また病巣よ

り分 離 されたS. aureusに 対 す る本剤 のMICは,1.56

μg/ml以 下 と優れた抗菌力が示 され,他 の キノロン系薬

剤 であるNFLX, OFLX, ENXと 同等 もしくはそれ以

上 の優 れた抗菌力 を示 した。

以上 の結果 か ら皮膚科領 域 においてNY-198は 有用

な薬剤 であると考えた。
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NY-198 IN SKIN INFECTION

OSAMU URUSHIBATA, FUMIO YAMAGUCHI, YOSHITAKA MATSUOKA and MUNEKAZU NISHIWAKI

Department of Dermatology, Ohashi Hospital, Toho University School of Medicine, Tokyo

We studied the clinical efficacy of NY-198, a new synthetic pyridonecarboxylic acid derivative, in 11 patients
with various skin infections.

The drug was administered orally at daily doses of 300mg or 600mg to adults for 3-14 days. The clinical
efficacy rate was evaluated as 90.9% in skin infections. No side-effects or abnormal laboratory findings were
observed in any of the cases.

We therefore consider that NY-198 is a useful drug in skin infections.


